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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第71期

第３四半期連結
累計期間

第72期
第３四半期連結
累計期間

第71期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 86,889 77,732 130,431

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
△588 △1,886 1,393

四半期（当期）純損失（百万円） △1,568 △1,729 △110

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△652 △738 1,153

純資産額（百万円） 29,533 30,439 31,339

総資産額（百万円） 155,385 154,853 150,614

１株当たり四半期（当期）純損失金額

（円）
△10.05 △11.08 △0.71

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 18.8 19.4 20.6

　

回次
第71期

第３四半期連結
会計期間

第72期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純損失金額（円） △3.34 △0.79

　   （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

　　　　　　　 記載していません。

   ２．売上高には、消費税等は含まれていません。

   ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期(当期）純損失金額

　　　 であり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２【事業の状況】
　以下、「第２．事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しています。

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1)業績の状況　

  当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、復興需要等を背景に緩やかな回復の兆しが見られたもの

の、欧州市場の低迷や新興国経済の減速等が、わが国の景気を下押しするリスクとなっており、依然として厳しい

状況が続きました。　

　建設業界におきましては、公共投資については、震災復興に伴う補正予算等の効果もあり堅調に推移しています。

また、民間投資については、持ち直しの動きが見られるものの、建設労働者の需給状況に対する懸念もあり、

依然として厳しい経営環境が続きました。　

　このような経済情勢のもと、当社グル－プの当第３四半期連結累計期間における連結業績につきましては、売上

高は77,732百万円（前年同四半期比10.5％減）、営業損失1,913百万円（前年同四半期は、営業損失1,004百万円）、

経常損失1,886百万円（前年同四半期は、経常損失588百万円）となり、四半期純損失1,729百万円（前年同四半期

は、四半期純損失1,568百万円）となりました。　

　

セグメントの業績は次のとおりです。（セグメントごとの業績については、セグメント間の内部売上高等を含め

て記載しています。）

　　（土木工事）

　土木工事については、売上高38,774百万円（前年同四半期比10.7％減）、セグメント損失16百万円（前年同四半

期は、セグメント損失202百万円）となりました。

（建築工事） 

　建築工事については、売上高37,542百万円（前年同四半期比11.1％減）、セグメント損失2,170百万円（前年同四

半期は、セグメント損失974百万円）となりました。

（不動産事業）

　不動産事業については、売上高1,198百万円（前年同四半期比8.5％増）、セグメント利益231百万円（前年同四半期

比18.8％増）となりました。

（その他）

　その他については、売上高11,362百万円（前年同四半期比11.3％減）、セグメント利益50百万円（前年同四半期

は、セグメント損失16百万円）となりました。

 

　　（注）土木工事、建築工事においては、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中しているた

　　　め、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における完成工事高に比べ、第４四半期連結会計期

　　　間の完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動があります。　
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(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3)研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、291百万円です。(土木工事285百万

円・建築工事６百万円です。）　

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 298,476,000

計 298,476,000

②【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間末
現在発行数
（株）

（平成24年12月31日）

提出日現在発行（株）
（平成25年２月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 156,689,563 156,689,563
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 156,689,563 156,689,563 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成24年10月１日

～　

平成24年12月31日

－ 156,689,563 － 18,293 － 5,289

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年9月30日）に基づく株主名簿による記載をしています。 

①【発行済株式】　

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

 普通株式　　　　　

548,000

－ －

完全議決権株式（その他）
 普通株式　　　　　

155,124,000
155,124 －

単元未満株式
 普通株式　　　　　

1,017,563
－ １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 156,689,563 － －

総株主の議決権 － 155,124 －

　　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株（議決権６個）が含まれてい

ます。

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）
鉄建建設㈱

東京都千代田区三崎
町二丁目５－３

548,000 － 548,000 0.35

計 － 548,000 － 548,000 0.35

　　（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっていますが実質的に所有していない株式が1,000株（議決権１個）あ

ります。なお、当該株式は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれています。
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しています。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 19,098 13,247

受取手形・完成工事未収入金等 ※2
 70,046

※2
 71,486

販売用不動産 2,072 1,724

未成工事支出金 9,547 13,148

不動産事業支出金 1,359 1,359

その他のたな卸資産 926 1,003

繰延税金資産 2,278 1,956

その他 2,267 6,202

貸倒引当金 △128 △23

流動資産合計 107,467 110,105

固定資産

有形固定資産 19,954 19,689

無形固定資産 358 318

投資その他の資産

投資有価証券 16,866 18,722

繰延税金資産 4,286 4,409

その他 2,234 2,133

貸倒引当金 △554 △524

投資その他の資産合計 22,833 24,739

固定資産合計 43,146 44,747

資産合計 150,614 154,853
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 ※2
 40,952

※2
 31,817

短期借入金 35,839 51,253

1年内償還予定の社債 1,340 1,340

未払金 10,211 7,575

未払法人税等 173 106

未成工事受入金 2,668 5,604

引当金 1,314 1,350

その他 7,644 7,902

流動負債合計 100,145 106,950

固定負債

社債 2,140 1,470

長期借入金 6,217 5,662

再評価に係る繰延税金負債 2,589 2,586

退職給付引当金 7,924 7,496

引当金 90 90

その他 166 156

固定負債合計 19,128 17,463

負債合計 119,274 124,413

純資産の部

株主資本

資本金 18,293 18,293

資本剰余金 5,329 5,329

利益剰余金 5,602 3,722

自己株式 △66 △67

株主資本合計 29,158 27,278

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 608 1,599

土地再評価差額金 1,222 1,216

その他の包括利益累計額合計 1,830 2,816

少数株主持分 350 345

純資産合計 31,339 30,439

負債純資産合計 150,614 154,853
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高

完成工事高 85,635 76,317

兼業事業売上高 1,254 1,415

売上高合計 86,889 77,732

売上原価

完成工事原価 82,232 74,477

兼業事業売上原価 1,032 1,091

売上原価合計 83,264 75,568

売上総利益

完成工事総利益 3,403 1,839

兼業事業総利益 221 324

売上総利益合計 3,624 2,163

販売費及び一般管理費 4,629 4,077

営業損失（△） △1,004 △1,913

営業外収益

受取配当金 324 334

為替差益 316 54

その他 347 173

営業外収益合計 987 563

営業外費用

支払利息 557 525

その他 14 10

営業外費用合計 572 536

経常損失（△） △588 △1,886

特別損失

減損損失 0 9

投資有価証券評価損 564 22

その他 17 10

特別損失合計 582 42

税金等調整前四半期純損失（△） △1,171 △1,929

法人税、住民税及び事業税 96 107

法人税等調整額 280 △306

法人税等合計 376 △199

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,548 △1,730

少数株主利益又は少数株主損失（△） 20 △0

四半期純損失（△） △1,568 △1,729
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,548 △1,730

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 523 991

土地再評価差額金 372 －

その他の包括利益合計 895 991

四半期包括利益 △652 △738

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △673 △738

少数株主に係る四半期包括利益 20 △0
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しています。

　なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１．偶発債務

(１)連結会社以外の会社等の金融機関借入金等について保証を行っています。

①  借入金保証

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

マンション購入者 48百万円 マンション購入者 39百万円

当社従業員 5 当社従業員 4

計 54 計 43

　

※２．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしています。なお、当 

四半期連結会計期間の末日が金融機関の休業日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末日残高に含まれています。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 28百万円 6百万円

支払手形 7 10

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 

平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

　当社グループの売上高は、主たる事業である土木工事・建築工事において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期

連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第４

四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期連結累

計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりです。　

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 427百万円 418百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　

１．配当金支払額　

決議 株式の種類
　配当金の総額

（百万円）　

１株当たり

配当額(円)　
基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会　
普通株式 　312 　2.0平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの　　

　

　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　

１．配当金支払額　

決議 株式の種類
　配当金の総額

（百万円）　

１株当たり

配当額(円)　
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会　
普通株式 　156 　   1.0平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの　　

　

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

　

　

　報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額　

（注２）

四半期連　

結損益計

算書計上

額(注３)

土木

工事

建築

工事

不動産

事業
計

　
売上高

外部顧客への売上高

セグメント間の内部

売上高又は振替高
　

　

43,409

　－

　

42,226　

　19

　

　833

　270

　

　86,468

　290

　

　420

　12,387

　

　86,889

　12,677

　

－

△12,677

　

86,889

－

計 43,409　 42,245　 1,104　 　86,759　12,808　99,567△12,67786,889

セグメント利益

又は損失（△）
　△202 　△974 　194 　△982 　△16 　△999 △5 △1,004

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設資機材等の販売他の事

業を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去です。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。

　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

　

　

　報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額　

（注２）

四半期連　

結損益計

算書計上

額(注３)

土木

工事

建築

工事

不動産

事業
計

　
売上高

外部顧客への売上高

セグメント間の内部

売上高又は振替高
　

　

38,774

　－

　

37,542　

　－

　

　926

　271

　

　77,243

　271

　

　488

　10,873

　

　77,732

　11,145

　

－

△11,145

　

77,732

－

計 38,774　 37,542　 1,198　 77,515　11,362　88,877△11,14577,732

セグメント利益

又は損失（△）
　△16 △2,170 　231△1,955 　50 △1,904 △9 △1,913

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設資機材等の販売他の事

業を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去です。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 10円5銭 11円8銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（百万円） 1,568 1,729

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（百万円） 1,568 1,729

普通株式の期中平均株式数（千株） 156,148 156,141

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載していません。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月14日

鉄建建設株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　清孝

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 若原　文安

　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安藤　　見

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鉄建建設株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鉄建建設株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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